


平
成
28
年
度
予
算
編
成
の

基
本
方
針

　
第
２
次
安
芸
高
田
市
総
合
計
画
、
安

芸
高
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
も
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
将

来
人
口
推
計
で
は
、
平
成
36
年
の
本
市

の
人
口
は
２
６
，
３
２
６
人
と
な
り
、

平
成
27
年
と
比
較
し
て
３
，
３
５
０
人

減
少
す
る
推
計
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
対
策
・

少
子
高
齢
化
対
策
の
推
進
に
よ
り
推
計

値
プ
ラ
ス
１
，
２
０
０
人
を
目
標
と

し
、
平
成
36
年
の
目
標
人
口
を
２
７
，

５
０
０
人
と
設
定
し
ま
し
た
。
こ
の
目

標
達
成
の
た
め
に
は
毎
年
１
２
０
人
、

月
に
置
き
換
え
ま
す
と
毎
月
10
人
の
人

口
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
達
成
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
は
、
非
常
に
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
目
標
で
す
。
人
口
増
の
取
組
と

あ
わ
せ
て
、
人
口
流
出
抑
止
の
取
組
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
国
が
唱
え
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
本
市
の

総
合
計
画
、
安
芸
高
田
市
版
総
合
戦
略

を
踏
襲
し
、
目
標
人
口
の
実
現
に
向
け

効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
人
口
の
流
出
、
特
に
若
者
の
流
出
を

抑
止
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
等
の

移
住
者
で
、
本
市
に
住
む
人
を
増
や
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
移
住
を
検
討

す
る
人
に
と
っ
て
の「
住
み
た
い
ま
ち
」

に
な
る
た
め
に
は
、市
の
魅
力
を
磨
き
、

高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
、
中

で
も
「
少
子
化
対
策
」、「
子
育
て
支
援
」

に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　
本
市
は
、
豊
か
な
歴
史
、
独
特
な
文

化
、
多
様
な
観
光
資
源
な
ど
の
「
地
域

資
源
」
に
恵
ま
れ
、
可
能
性
に
満
ち
た

魅
力
的
な
ま
ち
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
お

太
助
ワ
ゴ
ン
な
ど
に
よ
る
新
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
や
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
・

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
な
ど
の
文

化
施
設
、
都
市
部
に
も
負
け
な
い
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
な
ど
の
「
イ
ン
フ
ラ

基
盤
」、
吉
田
総
合
病
院
を
中
心
と
し

た
地
域
医
療
体
制
、
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー

構
想
の
特
徴
的
な
取
組
な
ど
、「
暮
ら

し
や
す
い
仕
組
み
」
も
備
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
本
市
の
「
強
み
」
を
有
機
的

に
つ
な
げ
て
「
住
み
た
い
ま
ち
」、「
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
」
と
し
て
の
魅
力

を
よ
り
一
層
高
め
、
市
内
外
に
積
極
的

に
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
一
方
で
、
平
成
26
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
普
通
交
付
税
の
合
併
特
例
加
算
措
置

の
段
階
的
削
減
に
よ
り
、
一
般
財
源
の

減
少
は
来
年
・
再
来
年
と
あ
と
２
か
年

続
き
、
行
財
政
運
営
は
ま
す
ま
す
厳
し

い
も
の
と
な
り
ま
す
。
今
後
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、
更

な
る
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。平
成
27
年
度
か
ら
は「
第

３
次
安
芸
高
田
市
行
政
改
革
大
綱
」
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
の
取

組
を
継
続
し
つ
つ
、
新
た
な
課
題
に
も

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
特

に
大
き
な
課
題
に
な
る
の
は
、
市
が
保

有
す
る
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

考
え
て
い
ま
す
。「
安
芸
高
田
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
で
示
し
ま
し

た
「
現
在
あ
る
公
共
施
設
の
総
延
床
面

積
の
30
％
以
上
縮
減
」
を
目
標
に
、
施

設
の
統
廃
合
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
行
財
政

基
盤
を
つ
く
り
、
公
平
な
負
担
の
仕
組

み
を
確
立
す
る
た
め
に
、
上
下
水
道
や

公
共
施
設
の
使
用
料
な
ど
の
「
受
益
者

負
担
の
適
正
化
」
も
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
利
用
者
に
対
し
て
丁
寧

な
説
明
を
行
い
、
市
民
の
皆
様
に
ご
理

解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
全
体
の
事
業
の
見
直
し

を
進
め
る
こ
と
で
、「
住
み
た
い
ま
ち
」、

「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
と
し
て
の
魅

力
を
よ
り
一
層
高
め
る
た
め
の
施
策
に

財
政
資
源
を
集
中
し
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　「
第
2
次
安
芸
高
田
市
総
合
計
画
」

に
掲
げ
た
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
「
人

が
つ
な
が
る
田
園
都
市
　
安
芸
高
田
」

を
実
現
す
る
た
め
、

●
人
が
集
い
育
つ
ま
ち
づ
く
り

●
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

●
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
3
つ
の
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
、「
安

芸
高
田
市
の
魅
力
」
を
さ
ら
に
高
め
る

施
策
を
行
う
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度 

施
政
方
針
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●
人
が
集
い
育
つ
ま
ち
づ
く
り�

�
�

【
人
口
減
対
策
】

○
移
住
・
定
住
の
促
進

　
他
市
町
に
先
行
し
て
行
っ
て
き
た

「
空
き
家
実
態
調
査
」
の
結
果
等
を
踏

ま
え
、
空
き
家
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
を

活
用
し
た
定
住
促
進
施
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
・
婚
活
住
宅
取
得

補
助
金
な
ど
に
よ
る
若
者
世
帯
の
移

住
・
定
住
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
採
用
し
て
い
る

他
市
町
か
ら
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
」
を
今
年
度
も
増
員
し
、
移
住
者
の

増
と
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
結
婚
サ
ポ
ー
ト
事
業
に

つ
い
て
も
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
狙
う
研
修
や
結
婚
希
望

者
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
る
モ
テ
講
座
の

開
催
な
ど
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
一
昨
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
す
る
事
業
者
に
対

す
る
支
援
制
度
に
加
え
、
新
た
に
市
内

で
起
業
し
よ
う
と
す
る
方
へ
の
支
援
事

業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。更
に
今
後
は
、

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
に
よ
り

家
庭
で
で
き
る
仕
事
を
増
や
す
取
組
も

進
め
、
安
芸
高
田
市
で
の
雇
用
を
促
進

し
ま
す
。

◯
学
校
教
育
の
充
実

　
広
島
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
学
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
こ

れ
ま
で
も
実
施
し
て
き
ま
し
た
「
市
の

総
合
学
力
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
が
実
施
す
る
学
力
調
査
も
視
野
に
入

れ
た
も
の
と
し
、
児
童
生
徒
個
々
の
指

導
に
活
か
す
取
組
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
学
習
補
助
員
・
非
常
勤

講
師
を
小
中
学
校
に
配
置
し
、
確
か
な

学
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
保
護
者
や
地
域
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
学
校
規
模
適

正
化
は
、
八
千
代
地
区
・
甲
田
地
区
の

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、
平
成
30
年

４
月
を
目
標
に
基
本
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
は

第
２
期
推
進
期
間
の
初
年
度
と
な
り
、

平
成
32
年
度
ま
で
の
間
で
、
引
き
続
き

他
の
地
区
、
ま
た
中
学
校
の
統
合
に
向

け
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
生
涯
学
習
の
推
進

　
市
民
の
自
主
的
な
活
動
を
尊
重
す
る

と
と
も
に
、
魅
力
的
な
学
習
機
会
を
提

供
し
自
主
的
な
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
通
し
て
、
文
化
的
で
健
康
な
豊

か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。

　
新
た
な
取
組
と
し
て
は
、
学
習
が
遅

れ
が
ち
な
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
家
庭

学
習
支
援
と
し
て
行
う
「
地
域
未
来
塾

事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
教
員

の
Ｏ
Ｂ
や
地
元
大
学
生
等
地
域
の
人
材

を
活
用
し
、
公
営
塾
を
開
設
す
る
も
の

で
す
。

○
子
育
て
支
援
の
充
実

　
子
育
て
支
援
の
充
実
は
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
の
大
き
な
柱
の

ひ
と
つ
で
す
。
本
市
で
は
、「
保
育
料

の
無
料
化
」
を
見
据
え
、
昨
年
度
か
ら

の「
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化
」

に
加
え
、
今
年
度
か
ら
は
「
第
２
子
の

保
育
料
を
半
額
」
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
取
組
と
し
て
、
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
家
庭
に
、「
子
育
て
応

援
券
」
を
配
布
し
、
市
が
行
う
子
育
て

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す
く
す
る
「
子
育

て
応
援
券
発
行
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
同
時
に
、
安
芸
高
田
市
に
生
ま

れ
た
全
て
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
絵
本
を
届
け
、
幼
少
期
か
ら

本
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
、「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

　
近
年
、入
所
希
望
が
増
え
て
い
る「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
な
ど
の
児
童
の
預

か
り
施
設
の
充
実
に
つ
い
て
は
、「
イ

ル
カ
ク
ラ
ブ
の
拡
張
事
業
」
や
「
根
野

児
童
ク
ラ
ブ
の
合
併
浄
化
槽
設
置
の
環

境
整
備
事
業
」
等
を
行
い
入
所
の
希
望

に
も
応
え
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

　「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
一
時

預
か
り
、
病
後
児
預
か
り
と
、「
こ
ど

も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
親
子
教

室
・
相
談
業
務
に
つ
い
て
は
継
続
し
、

よ
り
充
実
し
た
取
組
に
な
る
よ
う
努
め

ま
す
。

◯
子
育
て
医
療
の
充
実

　
子
育
て
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料

化
を
高
等
学
校
３
年
生
ま
で
拡
充
し
、

不
妊
治
療
費
の
助
成
事
業
に
つ
い
て

も
、
上
限
額
を
撤
廃
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

◯
生
活
基
盤
の
整
備

　
生
活
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
水

吉田幼稚園園庭開放で
遊ぶ子供たち
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道
３
事
業
を
統
合
し
水
道
事
業
の
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
、
水
源
の
運
用
を

広
げ
「
未
給
水
区
域
」
の
解
消
と
安
定

し
た
水
の
供
給
に
努
め
ま
す
。

　
現
在
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ

三
江
線
問
題
に
つ
い
て
も
、
沿
線
の
皆

様
の
生
活
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
関

係
者
と
十
分
協
議
を
行
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、国
道
54
号
沿
線
活
性
化
の
た
め
、

道
の
駅
の
整
備
に
つ
い
て
、
慎
重
に
協

議
・
検
討
し
ま
す
。

　
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
新
た

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て

も
、
健
康
管
理
や
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
化
に
向
け
、
調
査
・
研
究
し
ま
す
。

●
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り��

�

【
安
全
安
心
対
策
】

◯
安
全
安
心
の
た
め
の
施
設
整
備

　
高
度
経
済
成
長
期
に
集
中
し
て
建
設

さ
れ
た
公
共
建
築
物
は
老
朽
化
が
進

み
、
維
持
更
新
あ
る
い
は
解
体
除
去
も

含
め
て
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
安
芸
高

田
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に

お
い
て
掲
げ
た
「
公
共
施
設
の
総
延
床

面
積
の
30
％
以
上
縮
減
」
の
目
標
に
向

け
て
、「
公
共
施
設
の
配
置
適
正
化
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

○
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
の
確
保

　
公
共
施
設
の
改
修
事
業
、
通
学
路
安

全
対
策
・
市
道
機
能
強
化
事
業
を
含
め

て
、
市
民
の
安
心
な
利
用
に
向
け
、
イ

ン
フ
ラ
の
安
全
確
保
、
公
共
施
設
の
改

修
等
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、危
険
空
き
家
の
解
消
に
向
け
、

解
体
補
助
制
度
を
創
設
し
、
所
有
者
に

対
し
て
危
険
空
き
家
の
適
正
な
管
理
を

促
し
ま
す
。

◯
安
全
安
心
の
た
め
の
活
動

　
地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
の
高
揚
の

た
め
、
地
域
振
興
会
等
を
中
心
と
し
た

自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
育
成
の
支
援

を
継
続
し
ま
す
。

　
災
害
時
に
は
、
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
市
消
防
本
部
・
消
防
署

及
び
消
防
団
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
、

万
全
の
体
制
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。よ
り
細
や
か
な
対
応
を
目
指
し
、

今
年
度
よ
り
女
性
消
防
団
員
が
誕
生
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
女
性
を
含
め
た
消

防
団
員
の
確
保
に
力
を
入
れ
る
と
と
も

に
、
消
防
車
両
や
防
火
水
槽
等
に
つ
い

て
も
、
計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。

○
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想

　
こ
れ
ま
で
も
、「
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー

構
想
」
を
唱
え
、「
自
分
た
ち
の
健
康

は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
精
神

の
も
と
、
新
た
な
「
互
助
・
共
助
」
の

か
た
ち
を
創
り
出
す
取
組
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み

な
れ
た
地
域
や
家
庭
で
、
安
心
し
て
自

分
ら
し
い
生
活
を
、
人
生
の
最
期
ま
で

続
け
ら
れ
る
よ
う
、「
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー

構
想
」
の
考
え
を
継
続
し
つ
つ
、
新
た

に
地
域
包
括
ケ
ア
構
築
に
係
る
地
域
機

能
の
整
備
を
図
る
た
め
、
モ
デ
ル
地
区

を
定
め
生
活
支
援
員
を
配
置
し
、
住
民

の
主
体
的
な
取
組
に
よ
る
高
齢
者
支
援

体
制
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

○
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
地
域
の
中

核
病
院
で
あ
り
ま
す
Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病

院
と
も
連
携
し
、
地
域
医
療
体
制
の
充

実
・
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
吉

田
総
合
病
院
の
「
休
日
・
夜
間
救
急
診

療
所
」
の
運
営
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
財
政
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
障
害
者
福
祉
の
充
実

　
障
害
者
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
を
図

る
べ
く
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
・
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
障
害

者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
目
的
と
し
た

支
援
や
本
人
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
相

談
・
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

○
ご
み
の
減
量
化
の
推
進

　
自
然
環
境
を
守
る
た
め
の
取
組
と
し

て
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
（
エ
コ
）
モ
デ
ル
タ
ウ
ン

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
、

き
れ
い
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
搬
入
量

を
減
ら
す
た
め
、
ご
み
の
分
類
を
15
分

類
か
ら
18
分
類
に
増
や
す
取
組
を
試
験

的
に
行
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
継
続

し
、
更
に
21
分
類
へ
増
や
す
計
画
と
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
ご
み
の
有
効
利
用
と
減
量

化
を
推
進
す
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機

へ
の
助
成
、
資
源
ご
み
を
回
収
す
る
団

体
へ
の
助
成
を
継
続
し
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
に
力
を
入
れ
、
ご
み
の
減
量
化
を
更

に
推
進
し
ま
す
。

●
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り��

�

【
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
】

○
地
域
の
魅
力
づ
く
り
の
推
進

　
本
市
の
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
農

産
物
の
商
品
化
の
支
援
や
ブ
ラ
ン
ド
化
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の
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

Ｊ
Ａ
広
島
北
部
と
連
携
し
、「
三
矢
シ

リ
ー
ズ
」
等
の
販
売
促
進
と
新
た
な
農

産
物
や
薬
用
作
物
の
加
工
及
び
商
品
化

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、「
あ
き
た
か

た
の
た
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
」
の
開
発
・
販

売
促
進
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
６
次

産
業
化
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
更
に
、
ア
グ
リ
フ
ー
ズ
の
冷

凍
庫
整
備
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
地

場
野
菜
の
学
校
給
食
へ
の
活
用
拡
大
と

調
理
用
ト
マ
ト
等
の
市
場
へ
の
供
給
拡

大
を
図
り
ま
す
。

○
農
林
業
振
興
の
基
盤
整
備

　
国
の
補
助
を
活
用
し
、
ハ
ウ
ス
栽
培

を
振
興
し
年
間
を
通
し
て
所
得
が
得
ら

れ
る
農
業
を
支
援
す
る
「
産
地
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
」
や
「
経
営
体
育
成
支
援

事
業
」
を
は
じ
め
、「
担
い
手
機
械
等

整
備
支
援
事
業
」
や
市
と
Ｊ
Ａ
が
共
同

拠
出
し
た
「
農
業
後
継
者
育
成
基
金
」

を
活
用
し
、
県
立
農
業
技
術
大
学
校
の

学
費
等
を
支
給
す
る
な
ど
、
将
来
の
農

業
を
支
え
る
担
い
手
の
育
成
及
び
確
保

に
も
継
続
し
て
努
め
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

循
環
型
農
業
の
推
進
と
し
て
土
づ
く
り

を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
羽
佐
竹
地
区
大
規
模
農
業
団

地
に
つ
い
て
も
整
備
を
推
進
し
、
雇
用

の
創
出
を
図
る
と
と
も
に
、
参
入
さ
れ

る
法
人
等
と
連
携
し
て
、
生
産
か
ら
出

荷
ま
で
の
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

た
、
安
全
安
心
な
農
産
物
の
安
定
的
な

供
給
を
目
指
し
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
対
策

　
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
対

策
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
の
活
動
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
狩
猟
資
格
後
継
者
育

成
事
業
、
防
護
策
等
設
置
助
成
を
継
続

し
ま
す
。
ジ
ビ
エ
の
特
産
化
に
つ
い
て

は
、
食
肉
加
工
施
設
の
改
修
を
行
い
、

ジ
ビ
エ
の
活
用
研
究
・
商
品
開
発
・
販

売
促
進
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

○
商
工
業
者
の
支
援

　
商
工
業
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
既

に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
高
速
通
信
網
の

光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
、
市
内
の
使
わ
れ
て

い
な
い
公
共
施
設
や
空
き
家
を
活
用
し

て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
企

業
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
に
立
地
し
た
企
業
に
対

す
る
奨
励
金
制
度
、
起
業
支
援
の
推
進

に
よ
り
地
域
産
業
の
振
興
に
努
め
ま

す
。
更
に
は
、
市
内
の
高
校
生
の
就
労

活
動
を
支
援
し
、
地
元
企
業
へ
の
就
職

に
つ
な
げ
る
高
校
生
キ
ャ
リ
ア
育
成
事

業
も
推
進
し
ま
す
。

○
地
域
の
魅
力
の
発
信

　
本
市
は
豊
か
な
歴
史
、
独
特
の
文

化
、
多
彩
な
観
光
資
源
な
ど
、
数
多
く

の「
宝
」と「
強
み
」が
あ
り
ま
す
。「
住

み
た
い
ま
ち
と
し
て
の
魅
力
」
を
よ
り

一
層
高
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
魅
力
を
積
極
的
に
市
内
外
へ
情
報
発

信
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
等
の
移

住
者
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
応
援
団
「
ふ
る
さ
と

応
援
の
会
」
の
力
を
借
り
、
市
外
か
ら

の
視
点
を
活
か
し
、
安
芸
高
田
の
魅
力

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

◯
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

等
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

　
本
市
の
宝
の
一
つ
で
あ
る
「
神
楽
」

を
活
用
し
た
観
光
振
興
・
地
域
振
興
施

策
に
つ
い
て
は
、「
高
校
生
の
神
楽
甲

子
園
」
や
「
ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
神
楽

東
京
公
演
」
が
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
な

ど
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
着
実
に
成
果

を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
成

果
の
一
つ
と
し
て
地
元
安
芸
高
田
市
を

舞
台
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
の
放
送
が

決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ド
ラ
マ
放
送
を

期
に
観
光
客
の
増
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、引
き
続
き
「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

広
島
」、「
ワ
ク
ナ
ガ
レ
オ
リ
ッ
ク
」
と

い
っ
た
日
本
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
・
支
援
を
市
民
の

皆
様
と
と
も
に
行
う
な
ど
、
各
地
域
の

宝
を
「
オ
ー
ル
安
芸
高
田
」
の
地
域
資

源
と
と
ら
え
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

高校生による神楽甲子園
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◎
産
業
の
活
性
化
と

　
地
域
経
済
の
循
環

○商工業者の支援 ○ 農林業振興の基盤整備
○ 有害鳥獣対策【重点】

・(新規)サテライトオフィス誘致
� 350万円
・(再掲)起業支援の推進　�230万円
・企業立地推進　� 800万円

【重点】
・(拡充)ジビエ特産化
　� 5,143万円
・農業後継者の育成支援　� 102万円
・大規模農業団地整備の推進　�5,938万円
・循環型農業の推進　� 2,450万円

安心して暮らせるまちづくり

◎共に助け合う
　安全・安心

○安全安心のための活動
○安全安心のための施設整備
○インフラの安全の確保

【重点】
・(新規)危険空き家の解消　1,094万円
・公共施設配置適正化　� 2,965万円

◎未来につなぐ
　自然環境

○自然エネルギーの活用
○ごみ減量化の推進

◎支え合う福祉
　社会の実現と
　医療体制の充実

○市民総ヘルパー構想（介護支援・健康づくり）
○福祉相談事業の充実
○障害者支援の充実　
○地域医療体制の充実

【重点】
・(新規)生活支援員の配置　238万円

安全安心対策

◎
安
芸
高
田
市
の

　
宝
を
磨
く

○地域の魅力の発信
○地域の歴史・スポーツ等を活用した地域活性化

○地域の魅力づくりの推進

【重点】
・(拡充)地域情報等の発
信強化� 　1,000万円
・伝統芸能を活かした観
光推進　� 2,475万円

【重点】
・(新規)地場野菜の活用拡大
� 1,500万円
・(再掲)地域おこし協力隊の
配置
・6次産業化の推進　523万円

◎協働による
　まちづくり

○ 協働によるまちづくり

地域資源を活かしたまちづくり TPP対策

女性消防団

ジビエ料理

ひろしま安芸高田神楽

・販売ルートの確立
・売れる産品の開発
・産品の質の向上
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平成28年度　主要事業の概要

人が集い育つまちづくり

◎
自
然
と
調
和
し
た

　
快
適
な
田
園
都
市
の
形
成

○移住・定住の促進

【重点】
・(新規)起業支援の推進　� 230万円
・(拡充)地域おこし協力隊の配置
� 　3,571万円
・(拡充)結婚サポートの推進　396万円
・(拡充)空き家活用推進　�1,094万円
・子育て・婚活住宅取得補助
� 1,124万円

◎
子
育
て
支
援
と

　
就
学
前
教
育
の
充
実

○子育て支援の充実

【重点】
・(新規)子育て応援券の発行　117万円
・(新規)ブックスタートの実施　100万円
・(拡充)保育料の軽減� 3,409万円
・放課後児童クラブの充実　4,380万円
・一時預り、病後児預りの充実　480万円

○生活基盤の整備

【重点】
・(新規)コンビニ収納の可能化
� 　1,781万円
・光ネットワークの活用推進　242万円
・水道未普及地域の解消
� 　4億3,097万円

○子育て医療の充実

【重点】
・(拡充)高校生までの医療費助成　
� 7,845万円
・(拡充)不妊治療費助成の上限撤廃
� 360万円

○就業先の拡大

（再掲）【重点】
・(新規)サテライトオフィス誘致　
・企業立地推進

◎
学
ぶ
文
化

　
の
醸
成

○学校教育の充実 ○生涯学習の充実

【重点】
・(新規)地域未来塾の開設� 　� �320万円　・学習補助員の配置　1,373万円
・学校規模適正化の推進　2億7,747万円

人口減対策

地域おこし協力隊員

吉田幼稚園・
園庭開放で遊ぶ子供

平成28年度一般会計予算　193.5億円（前年度比△6.0億円）
○「まち・ひと・しごと創生総合戦略」による取組の初年度
・10年先の目標人口を設定し、人口減対策に傾注⇒Ｕターン、Ｉターン、Ｊターン

を増やす 
・少子化対策、子育て支援を充実⇒U・I・Jターン者にとって「住みたいまち」に
・市の魅力をさらに磨く⇒「住みたいまち」から「住み続けたいまち」に

予
算
の

ポ
イ
ン
ト
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災害対応における「災害時多言語支援センター設置等に
関する協定」を締結しました

危機管理課☎４２－５６２５

　
５
月
24
日（
火
）、

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー

ジ
ョ
４
階
小
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、「
災

害
時
多
言
語
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
等

に
関
す
る
協
定
」

の
調
印
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
災
害
が
発
生
し
、
又
は
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
災
害
時
多

言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン

タ
ー
」）
の
設
置
及
び
外
国
人
の
方
に

対
応
す
る
災
害
応
急
対
策
を
実
施
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め

た
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
合
意
し
、

調
印
し
ま
し
た
。

■
協
定
の
主
な
内
容

•	

セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
運
営
に
関
す

る
こ
と

•	

外
国
人
住
民
等
に
対
す
る
支
援
業

務
に
関
す
る
こ
と

•	

平
常
時
の
活
動
に
関
す
る
こ
と

■
報
告
会

　
調
印
式
に
引
き
続
き
、「
熊
本
地
震
」

に
お
い
て
、
本
市
か
ら
被
災
さ
れ
た
外

国
人
支
援
に
あ
た
っ
た
多
文
化
共
生
推

進
員
の
明
木
一
悦
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な

体
験
談
と
問
題
提
起
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
支
援
は
、
市
職
員
で
あ
る
と
と
も

に
、
多
文
化
共
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る

明
木
さ
ん
へ
の
支
援
要
請
を
受
け
た
も

の
で
、
現
地
で
の
外
国
人
を
対
象
と
し
た

多
文
化
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
か
ら
運

営
ま
で
の
役
割
を
担
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
切
な
の
は
、
災
害
を
想
定
し
た
普

段
か
ら
の
情
報
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

深
ま
り
、
効
果
的
な
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
等
の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

4 月 20 日～ 27 日の 4日間
熊本地震の外国人支援にあたった報告を
行う明木一悦さん

「水辺の楽校プロジェクト」の登録証伝達式が行われました
管理課☎４７－１２０１

　
５
月
９
日
（
月
）、
市
役
所
に
お
い

て
、
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
甲
田
地
区

水
辺
の
楽
校
推
進
協
議
会
豊
原
会
長

同
席
の
も
と
、
三
次
河
川
国
道
事
務

所
の
溝
山
所
長
よ
り
、
市
長
へ
登
録

証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
辺
の
楽
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、

国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
事
業
で
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
水
辺
で
様
々

な
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
方
々

と
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
の
自
然
体

験
や
環
境
学
習
を
支
援
す
る
た
め
の

水
辺
空
間
の
整
備
を
行
っ
て
い
く
も

の
で
す
。

　
平
成
27
年
度
に
お
い
て
、
甲
田
地

区
水
辺
の
楽
校
推
進
協
議
会
を
設
立

し
協
議
検
討
を
す
す
め
、「
甲
田
地
区

水
辺
の
楽
校
構
想
」
を
取
り
ま
と
め
、

「
甲
田
地
区
水
辺
の
楽
校
」
が
、
平

成
28
年
３
月
28
日
付
け
で
国
土
交
通

省
の
「
水
辺
の
楽
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
登
録
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
ま
で
に
当
市
で
は
、
郷
野
小

学
校
付
近
の
河
川
内
に
桂
地
区
水
辺

の
楽
校
が
登
録
さ
れ
、
環
境
整
備
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
甲
田
地
区
水
辺
の
楽
校
予
定
地
は
、

甲
田
町
を
流
れ
る
江
の
川
と
本
村
川

の
合
流
部
で
、
今
後
２
年
を
か
け
て

整
備
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

溝山所長より登録証を受け取る浜田市長

水辺の整備の方向性について話された豊原会長、溝山所長、浜田市長　他

安
芸
高
田
市
・
社
会
福
祉
法
人

安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
・

非
営
利
活
動
法
人
安
芸
高
田
市

国
際
交
流
協
会
の
三
者
が
締
結
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■
日
時
　

7
月
23
日
・
24
日

　
　
　

9
：
00
開
門
　
10
：
00
開
会

■
場
所
　
神
楽
門
前
湯
治
村 

神
楽
ド
ー
ム

■
運
営
協
力
金

大
人
1
，
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

■
出
場
校

《
23
日
》

•	

広
島
新
庄
高
等
学
校
（
広
島
）

•	

伊
保
内
高
等
学
校
（
岩
手
）

•	

日
野
高
等
学
校
（
鳥
取
）

•	

檮
原
高
等
学
校
（
高
知
）

•	

矢
上
高
等
学
校
（
島
根
）

•	

遠
江
総
合
高
等
学
校
（
静
岡
）

•	

千
代
田
高
等
学
校
（
広
島
）

•	

浜
田
商
業
高
等
学
校
（
島
根
）

《
24
日
》

•	

高
千
穂
高
等
学
校
（
宮
崎
）

•	

吉
田
高
等
学
校
（
広
島
）

•	

江
津
高
等
学
校
（
島
根
）

•	

浜
田
養
護
学
校
（
島
根
）

•	

葛
巻
高
等
学
校
（
岩
手
）

•	

可
部
高
等
学
校
（
広
島
）

•	

加
計
高
等
学
校
芸
北
分
校
（
広
島
）

【
運
営
参
加
校
】

•	

西
城
紫
水
高
等
学
校
（
広
島
）

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　		

商
工
観
光
課
☎
47
‐
４
０
２
４
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国民年金の保険料免除の手続はお早めに

三次年金事務所☎０８２４－６２－３１０７　保健医療課☎４２－５６１９

　
所
得
が
少
な
く
本
人
・
世
帯
主
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
（
1
月
か
ら
6
月
ま

で
に
申
請
さ
れ
る
場
合
は
前
々
年
所

得
）
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
失
業
し

た
場
合
な
ど
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合

は
、
ご
本
人
か
ら
申
請
書
を
提
出
い
た

だ
き
、
申
請
後
に
承
認
さ
れ
る
と
保
険

料
の
納
付
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　
20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
方
で
、本
人
・

配
偶
者
の
前
年
所
得
（
1
月
か
ら
6
月

ま
で
に
申
請
さ
れ
る
場
合
は
前
々
年
所

得
）
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
ご

本
人
か
ら
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
き
、

申
請
後
に
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
納
付
猶
予
制
度
と
は
？

■
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
の
所
得
の

　
基
準

※
前
年
所
得
が
以
下
の
計
算
式
で
計
算

　
し
た
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

①
全
額
免
除

　（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
１
）
×
35
万

　
円
＋
22
万
円 

②
4
分
の
3
免
除

　
78
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額
＋
社

　
会
保
険
料
控
除
額
等 

③
半
額
免
除

　
１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額

　
＋
社
会
保
険
料
控
除
額

④
４
分
の
１
免
除

　
１
５
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額

　
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

⑤
納
付
猶
予
制
度

　
　
　
　
　（
20
歳
～
50
歳
未
満
の
方
）

　（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
1
）
×
35
万

　
円
＋
22
万
円

 

■
失
業
等
に
よ
る
保
険
料
免
除
・
納
付

　 

猶
予
の
申
請

　
失
業
し
た
場
合
も
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
と
な
っ

た
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
書
を
提
出
さ
れ
る
際
は
、
必
要

書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
三
次
年
金
事
務

所
又
は
市
役
所
保
健
医
療
課
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　　
転
入
・
転
居
で
住
所
を
変
更
さ
れ
る

際
や
、
婚
姻
・
離
婚
等
で
氏
名
を
変
更

さ
れ
る
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通

知
カ
ー
ド
も
し
く
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
通
知
カ
ー
ド
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

そ
の
旨
を
窓
口
で
お
伝
え
く
だ
さ
い
。）

　
カ
ー
ド
券
面
に
新
住
所
や
新
氏
名

を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
通
知
カ
ー
ド
は
、
追
記
記
載
欄
に
新

住
所
等
の
記
載
を
行
い
ま
す
の
で
、
ラ

ミ
ネ
ー
ト
加
工
等
は
せ
ず
、
そ
の
ま
ま

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
窓
口
で

暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
暗
証
番
号
を
ご
確
認
の
上
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
基
準
日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
に

お
い
て
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
分
市
民
税

（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

（
た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る

方
が
課
税
さ
れ
る
場
合
や
生
活
保
護
制

度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な

ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
）を
対
象
に
、

低
所
得
の
高
齢
者
向
け
給
付
金
を
給
付

し
ま
す
。

　
申
請
書
は
、
給
付
対
象
者
に
、
4
月

28
日
に
発
送
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添

付
し
て
、
返
信
用
封
筒
に
て
返
送
し
て
　

く
だ
さ
い
。

　
申
請
の
受
付
期
限
は
8
月
2
日
ま
で

で
す
。
受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
給
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
期
限
内

に
申
請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付
金
専
用

☎
４
２
‐
５
６
２
６

お
太
助
フ
ォ
ン
☎
４
２
‐
５
６
１
５

「低所得の高齢者向け給付金」
の申請はお済みですか

住所・氏名を変更される際にはマイナ
ンバーカード、通知カードをお持ちく
ださい

転
入
・
転
居
・
婚
姻

・
離
婚
等
で

住
所
・
氏
名
が
変
更
さ
れ
る
方
へ

総合窓口課☎４２－５６１６

保
険
料
免
除
と
は
？
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■
制
度
の
内
容
（
受
給
者
の
資
格
要
件

及
び
一
部
負
担
金
等
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
方
（
18
歳
到
達

年
度
末
ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
方
が
対
象
）
が
受
け
た
医

療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。（
但
し
、
生
計
同
一
者
全
員
が

所
得
税
非
課
税
者
で
あ
る
こ
と
や
、
事

実
婚
で
は
な
い
等
の
受
給
条
件
が
あ
り

ま
す
）

■
医
療
機
関
等
の
一
部
負
担
金

　
通
院
５
０
０
円/

日
（
医
療
機
関
ご

　
と
に
月
4
日
ま
で
） 

　
入
院
５
０
０
円/

日
（
医
療
機
関
ご

　
と
に
月
14
日
ま
で
）

ひとり親家族のための
学習支援事業受講者募集中

子育て支援課☎４７－１２８３

○
対
象
者

母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
の
小
学
４
年

～
６
年
生
と
中
学
生

○
定
員

小
中
学
生
あ
わ
せ
て
15
名
の
登
録
制

○
講
師
　
　
　
大
学
生
等

○
科
目
　
　
　
国
・
数
・
英
・
宿
題

○
費
用
　
　
　
無
料

○
応
募
締
切
　
７
月
15
日

○
申
込
先

（
一
財
）
広
島
県
ひ
と
り
親

                         

家
庭
等
福
祉
連
合
会

                 

☎
０
８
2
‐
５
４
３
‐
６
８
８
９

	http://w
w
w
.hiroshim

akenboren.jp/

    7 月 26 日     7 月 28 日     8 月      2 日
    8 月      4 日     8 月      9 日     8 月 17 日
    8 月 23 日     8 月 25 日     9 月 18 日
10 月      9 日 11 月 19 日 12 月 27 日
12 月 28 日     2 月 19 日     3 月 12 日

○開催日

時間：９：３０～１１：３０

場所：文化センター視聴覚室 ↑申請書見本

ひとり親家庭等医療費の助成制度
保健医療課☎４２－５６１９

重度心身障害者医療費助成制度

保健医療課☎４２－５６１９

■
制
度
の
内
容(

受
給
者
の
資
格
要
件

及
び
一
部
負
担
金
等)

　
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
3
級
の
方
・

療
育
手
帳
マ
ル
Ａ 

・
Ａ
・
マ
ル
Ｂ
の
方

が
受
け
た
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。（
但
し
、
本
人
・
配

偶
者
・
扶
養
義
務
者
に
一
定
以
上
の
所

得
が
あ
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

■
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
の
一
部
負
担
金

•	

通
院
２
０
０
円/

日
（
医
療
機
関

ご
と
に
月
4
日
ま
で
） 

•	

入
院
２
０
０
円/

日
（
医
療
機
関

ご
と
に
月
14
日
ま
で
）

※
現
在
重
度
心
身
障
害
者
医
療
資
格
認

定
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
の
受
給
者
証

の
有
効
期
限
は
7
月
31
日
で
す
。
８
月

以
降
の
資
格
認
定
は
自
動
更
新
と
な
っ

て
お
り
、
該
当
の
方
へ
は
7
月
中
旬
に

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

有
効
期
限
が
7
月
31
日
ま
で
な

の
で
、
8
月
以
降
の
資
格
認
定

は
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

■
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証

更
新
申
請

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
資
格
認
定
に

つ
い
て
、
受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
毎

年
７
月
31
日
で
あ
り
、
８
月
以
降
の
資

格
認
定
に
つ
い
て
は
、
更
新
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
市
役
所
（
保
健
医
療
課

又
は
各
支
所
窓
口
係
）
へ
届
出
に
必
要

な
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、
申
請
手
続

き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
一
部
の
方
に

つ
い
て
は
、
６
月
下
旬
に
申
請
手
続
き

の
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の

•	

健
康
保
険
証
（
本
人
な
ら
び
に
お

子
様
の
名
前
が
入
っ
た
も
の
）

•	

認
め
の
印
鑑

•	

児
童
扶
養
手
当
の
証
書
ま
た
は
遺

族
年
金
証
書
（
い
ず
れ
も
受
給
し

て
お
ら
れ
る
方
の
み
）

※
平
成
28
年
１
月
１
日
に
安
芸
高
田
市

以
外
に
住
民
票
が
あ
っ
た
方
は
、
住
民

票
が
あ
っ
た
市
区
町
村
役
場
で
平
成
28

年
度
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
（
控

除
額
の
省
略
が
な
い
も
の
）
の
交
付
を

受
け
た
後
、
届
出
時
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
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「困っている人」が「困った人」にならないために
発達障害講演会

安芸高田市障害者自立支援協議会　

　
学
校
等
に
お
い
て
、
発
達
障
害
の
疑

い
、
ま
た
は
診
断
を
受
け
て
い
る
子
ど

も
た
ち
は
約
10
人
に
1
人
の
割
合
で
い

る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
一

般
社
会
に
お

い
て
も
同
様

の
状
況
に
あ

る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
発
達
障
害
が
あ
る
人
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
対
人
関
係
を
つ
く
る
の

が
苦
手
で
、
そ
の
行
動
や
態
度
は
「
自

分
勝
手
」
と
か
「
困
っ
た
人
」
と
誤
解

さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
当
事
者
か
ら
見
れ
ば
社
会

全
体
が
わ
か
り
に
く
い
状
態
の
た
め
、

「
困
っ
て
い
る
」
の
で
す
。

　
発
達
障
害
は
、
脳
機
能
の
発
達
が
関

係
す
る
生
ま
れ
つ
き
の
障
害
で
、
保
護

者
の
育
て
方
や
本
人
の
努
力
不
足
が
原

因
で
お
こ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

早
い
段
階
か
ら
の
継
続
し
た
支
援
と
、

周
囲
の
理
解
で
、
地
域
生
活
が
十
分
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
講
演
会
で
は
、
幼
少
期
と
成
人

期
の
２
つ
の
場
面
か
ら
発
達
障
害
の
あ

る
方
と
の
か
か
わ
り
方
を
考
え
て
い
き

ま
す
。
あ
な
た
の
周
り
に
困
っ
て
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
子
ど
も
か
ら
成
人
（
就
労
）
そ
の
後

を
含
め
て
、
一
つ
の
道
筋
と
し
て
、
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
地
域
体
制
を
考
え
る
一

つ
の
機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。（
電
話
可
）

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日時 　  7 月 31 日（日）
時間 　13：20 ～ 16：20

場所 　クリスタルアージョ４Ｆ小ホール

講師 　広島県発達障害者支援センター長　西村　浩二さん

内容 　《第 1 部》発達障害のある子どもの支援
　　　　　　　　　　　　　　　　（13：30 ～ 14：50）
　《第２部》発達障害のある方の就労について
　　　　　　　　　　　　　　　　（15：00 ～ 16：20）

定員 　約１００名

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　            

　   

☎
47
‐
１
０
８
０

　
第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
、

７
月
10
日
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

【
公
示
日
】 

　
　
　
　
　
　   

６
月
22
日

【
投
票
日
と
投
票
時
間
】

•	

７
月
10
日
　
７
：
00
～
18
：
00
ま
で

（
一
部
の
投
票
所
は
除
く
）

【
期
日
前
投
票
制
度
】

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
、
旅
行
、
冠

婚
葬
祭
等
の
用
務
が
あ
る
方
は
、
期
日

前
投
票
を
ご
利
用
下
さ
い
。

■
期
日
前
投
票
所
設
置
施
設

市
役
所
本
庁
又
は
各
支
所

※
ど
こ
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
で

き
ま
す
が
、
各
施
設
の
期
日
前
投
票
期

間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票
期
間
・
時
間

•	

市
役
所
本
庁
の
期
日
前
投
票
期
間

６
月
23
日
（
木
）
～
７
月
９
日
（
土
）

•	

各
支
所
の
期
日
前
投
票
期
間

７
月
３
日
（
日
）
～
７
月
９
日
（
土
）

※
い
ず
れ
の
期
日
前
投
票
所
も
投
票
時

間
は
８
：
30
～
20
：
00
ま
で
で
す
。

第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
︑

選
挙
権
年
齢
が
満
18
歳
以
上
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
︒

第 24回参議院議員通常選挙
投票日は７月 10日です

選挙管理委員会☎４２－１１３６

鳥獣被害対策講演会

地域営農課☎４７－４０２１

　
鳥
獣
被
害
は
集
落
の
取
組
で
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
新
た
な
気
付
き
が
得
ら
れ
る
講
演
を

通
じ
て
、
守
れ
る
集
落
・
農
地
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ご
夫
婦
、
ご
家
族
、
集
落
み
ん
な
で

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
無
料
で
聴
講
い
た
だ
け
ま
す
。

日時 　7 月 29 日（金）

時間 　13：00 ～ 15：30

場所
　クリスタルアージョ４Ｆ

　小ホール　

講師
　広島県鳥獣被害対策スペシャリスト

　井上雅央先生　
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大土山田楽団が結成
30周年を迎えました

　
6
月
５
日
（
日
）、
甲
田
町
小
原
地

域
に
お
い
て
大
土
山
田
楽
が
実
演
さ

れ
ま
し
た
。

　
小
田
小
学
校
全

校
児
童
に
よ
る「
子

ど
も
田
楽
」、
飾
牛

に
よ
る
代
掻
き
、

唄
と
楽
器
に
合
わ

せ
て
約
60
人
の
団

員
が
大
土
山
田
楽

を
披
露
し
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
昭
和
62
年
6
月
の
大
花
田
植
実
演

を
機
に
大
土
山
田
楽
団
が
結
成
さ
れ

今
年
で
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
地

♪

域
の
伝
統
文
化
と
し
て
保
存
・
継
承
さ

れ
た
「
大
土
山
田
楽
」
は
、
昭
和
44
年

に
旧
甲
田
町
、
平
成
16
年
に
市
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
結
成
30
周
年
を
記
念
し
て
、

「
大
土
山
田
楽
30
周
年
記
念
誌
」
が
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。
お
求
め
の
際
に
は
、
左

記
の
連
絡
先
に
て
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

大
土
山
田
楽
団
　
団
長
　
川
森
泰
彦

　
　
　
　
　
　
　
☎
45
‐
３
５
７
２

♬

ＪＲ三江線に関する
「検討会議」の経過報告
政策企画課☎４２－５６１２　

●
「
鉄
道
の
存
続
の
可
能
性
」
に
つ
い

て
、
経
過
報
告
を
行
い
ま
し
た

　
Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
問
題
に
関
し
て
は
、

沿
線
６
市
町
で
構
成
す
る
三
江
線
改
良

利
用
促
進
期
成
同
盟
会
に
お
い
て
、
実

務
者
レ
ベ
ル
で
構
成
す
る
検
討
会
議
を

設
置
し
、「
鉄
道
の
存
続
の
可
能
性
も

含
め
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の

あ
り
方
」
を
幅
広
く
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
去
る
４
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
期
成

同
盟
会
総
会
で
の
報
告
を
受
け
、
５
月

20
日
、
高
宮
田
園
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
に
お
い

て
、
経
過
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
出
席
者
か
ら
は
、「
三
江
線
が
廃
止

に
な
れ
ば
、
三
次
方
面
へ
の
県
道
が
狭

く
、
安
全
な
交
通
の
確
保
を
求
め
る
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、「
新
交
通
プ
ラ
ン
の
可
能

性
」
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
後
、「
鉄

道
と
し
て
の
存
続
の
可
能
性
」
と
の
比

較
検
討
を
含
め
総
合
的
な
論
点
整
理
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
持
続
可

能
な
地
域
公
共
交
通

手
段
の
確
保
に
向
け
、

沿
線
市
町
と
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

空き家関連
情 報 コ

ナ

お問い合わせ先

　住宅政策課

　☎４７－１２０２

空
き
家
問
題
の
解
決
に
向
け
た
法
律
が
施
行

さ
れ
て
い
ま
す

　
近
年
急
激
に
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
や
過

疎
化
の
進
展
に
よ
り
、
全
国
的
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
「
※
1
空
き
家
等
」
は
、

「
平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
結
果
」

（
総
務
省
統
計
局
）
に
よ
る
と
、
全
国
で

８
２
０
万
戸
の
空
き
家
が
あ
り
毎
年
増
加
し

て
い
る
と
見
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
平
成
27
年
5
月
26
日
）」
が
施

行
さ
れ
、
全
国
的
に
地
域
社
会
へ
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
「
空
き
家
」
問
題
の
解

決
に
向
け
て
、
「
所
有
者
の
責
務
や
自
治
体

の
責
務
」
等
、
適
正
な
管
理
や
活
用
を
促
進

し
て
い
く
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め「
空

き
家
対
策
協
議
会
」
を
設
立
し
、
空
き
家
問

題
に
対
す
る
「
基
本
方
針
」
を
基
に
「
空
き

家
等
対
策
計
画
」
を
定
め
、
空
き
家
等
に
関

す
る
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
毎
月
、
空
き
家
関
連
情
報
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

※
１

「空
き
家
等
」
と
は

「
建
築
物
又
は
こ
れ
に
附
属
す
る
工
作
物

で
あ
っ
て
、
居
住
そ
の
他
の
使
用
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
常
態
で
あ
る
も
の
及

び
そ
の
敷
地
」
を
い
う
。
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つながる。が

日
本
全
国

　

こ
ん
に
ち
は
協
力
隊
リ

レ
ー
コ
ラ
ム
11
回
目
を
担
当

さ
せ
て
頂
き
ま
す
内
田
で

す
。宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
回
こ
の
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

を
書
か
せ
て
頂
い
た
際
は
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
の
紹
介
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今

回
は
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の

現
状
に
つ
い
て
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
空
き
家
物
件
の

新
規
登
録
件
数
と
成
立
件
数

の
関
係
か
ら
見
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

27
年
度
の
新
規
登
録
件
数

は
37
件
で
し
た
が
、
そ
の
中

で
売
却
希
望
が
17
件
、
賃
貸

希
望
が
16
件
、
売
却
・
賃
貸

共
に
希
望
が
3
件
で
し
た
。

　

そ
し
て
24
件
の
契
約
が
成

立
し
、内
訳
は
売
却
が
13
件
、

賃
貸
が
11
件
と
所
有
者
と
利

用
者
の
意
向
は
そ
れ
な
り
に

マ
ッ
チ
し
て
い
る
様
に
思
い

ま
す
。

　

た
だ
、
27
年
度
の
新
規
登

録
物
件
37
件
に
対
し
、
27
年

度
の
新
規
利
用
希
望
登
録
者

数
は
そ
の
2
・
4
倍
の
89
件

と
需
要
の
方
が
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

需
要
が
多
い
要
因
の
ひ
と

つ
に
は
、
た
と
え
ば
広
島
市

内
の
と
あ
る
駅
の
周
辺
で
家

を
探
し
て
い
て
、
気
に
入
っ

た
家
が
無
か
っ
た
場
合
に
、

隣
の
駅
や
2
つ
離
れ
た
駅

と
、
あ
る
程
度
範
囲
は
広
げ

ま
す
が
、
数
キ
ロ
圏
内
で
探

す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思

い
ま
す
。

　

で
す
が
、
空
き
家
バ
ン
ク

へ
登
録
を
す
る
方
（
特
に
県

外
か
ら
の
登
録
者
）
は
違
い

ま
す
。

　

お
隣
の
三
次
市
や
北
広
島

町
は
も
ち
ろ
ん
庄
原
市
や
安

芸
太
田
町
も
候
補
の
ひ
と
つ

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
島
県
内
だ
け
で

な
く
岡
山
県
や
島
根
県
な
ど

中
国
地
方
を
は
じ
め
日
本
全

国
が
候
補
地
で
す
。

　

た
ま
に
お
話
を
伺
っ
た
り

す
る
と
、
家
が
古
く
傷
み
も

あ
る
の
で
誰
も
買
い
手
が
い

な
い
だ
ろ
う
と
諦
め
て
し

ま
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
日
本
全
国

に
空
き
家
を
利
用
し
た
い
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

も
し
、
手
放
す
と
決
め
た

け
れ
ど
も
誰
も
買
い
手
が
い

な
い
だ
ろ
う
か
ら
と
諦
め
て

い
る
方
は
、
一
度
市
役
所
住

宅
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

OMMUNITY-
EACTIVATING
OOPERATOR SQUAD

C
R
C

地域おこし協力隊員リレーコラム　vol.11
内田　峻典さん（建設部 住宅政策課）

第
45
回 

中
国
地
区
消
防
救
助
技
術
指
導
会 

備
北
・
芸
北
地
区
予
選
会
に 

出
場
し
ま
し
た
。

　

6
月
7
日
（
火
）
備
北
地
区
消
防
組

合
消
防
本
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

「
中
国
地
区
消
防
救
助
技
術
指
導
会
備

北
・
芸
北
地
区
予
選
会
」
に
3
種
目
で

出
場
し
ま
し
た
。

・
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
の
部

　

往
復
40
メ
ー
ト
ル
の
水
平
に
張
ら
れ

た
ロ
ー
プ
を
、
往
路
は
上
に
ま
た
が
っ

て
、
復
路
は
下
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
渡
る

競
技

【
出
場
選
手
】

松
田
消
防
士･

津
田
消
防
士

・
ほ
ふ
く
救
出
の
部

　

3
人
（
要
救
助
者
を
含
む
）
1
組

で
、
1
人
が
空
気
呼
吸
器
を
着
装
し
て

確
保
ロ
ー
プ
及
び
小
綱
を
両
足
首
に
結

着
し
、
長
さ
８
ｍ
の
煙
道
内
か
ら
要
救

助
者
を
屋
外
に
救

出
し
た
後
、
2
人

で
安
全
地
点
ま
で

搬
送
す
る
競
技

【
出
場
選
手
】

田
中
消
防
司
令
補

秋
國
消
防
士

川
野
消
防
士

・
は
し
ご
登
は
ん
の
部

　

自
己
確
保
の
命
綱
を
結
索
し
た
後
、

垂
直
に
固
定
さ
れ
た
は
し
ご
を
15
ｍ
登

る
競
技

【
出
場
選
手
】

島
中
消
防
士

〈
結
果
〉

・
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過

　

松
田
消
防
士
22
．
27
秒

　

津
田
消
防
士
25
．
91
秒

�

（
基
準
タ
イ
ム
28
秒
）

・
ほ
ふ
く
救
出

　

43
．
67
秒
（
基
準
タ
イ
ム
70
秒
）

・
は
し
ご
登
は
ん

　

14
．
70
秒
（
基
準
タ
イ
ム
24
秒
）

　

は
し
ご
登
は
ん
の
部
に
出
場
し
た
島

中
消
防
士
は
こ
の
予
選
会
を
見
事
通
過

し
、
7
月
20
日
に
広
島
県
消
防
学
校
で

行
わ
れ
る
第
45
回
中
国
地
区
消
防
救
助

技
術
指
導
会
へ
の
出
場
権
を
手
に
し
ま

し
た
。

熱
中
症
に
注
意
‼

　

近
年
、
温
暖
化
に
よ
り
気
温
が
上
昇

し
、
熱
中
症
に
な
る
人
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

熱
中
症
は
炎
天
下
で
の
み
起
こ
る
訳

で
は
な
く
、
室
内
で
も
発
生
し
ま
す
。

し
か
し
、
熱
中
症
は
正
し
い
知
識
が
あ

れ
ば
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

熱
中
症
を
知
り
、
自
分
な
り
の
対
策

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
と
は
】

　

温
度
や
湿
度
が
高
い
中
で
、
体
内
の

水
分
や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
）
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能

が
働
か
な
く
な
り
、
体
温
の
上
昇
や
め

ま
い
、
体
の
だ
る
さ
、
重
傷
の
場
合
に

は
け
い
れ
ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
、

様
々
な
障
害
を
お
こ
す
症
状
の
こ
と
で

す
。

【
熱
中
症
か
な
と
思
っ
た
ら
】

　

め
ま
い
や
吐
き
気
、
手
足
の
し
び
れ

な
ど
を
感
じ
た
時
は
す
ぐ
に
涼
し
い
場

所
へ
移
動
し
ま
し
ょ
う
。
水
分
を
補
給

し
、
衣
服
を
緩

め
、
安
静
に
し

て
く
だ
さ
い
。

冷
却
は
首
ま
わ

り
な
ど
の
太
い

血
管
を
冷
や
す

と
効
果
的
で
す
。

※
意
識
が
な
い
場
合
や
全
身
の
け
い
れ

ん
が
あ
る
、
自
分
で
水
分
が
飲
め
な

い
、
動
け
な
い
な
ど
の
症
状
が
あ
る

場
合
は
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
何
よ
り
予
防
が
大
事
】

　

室
温
を
こ
ま
め
に
確
認
し
た
り
、
の

ど
が
渇
か
な
く
て
も
水
分
を
補
給
す
る

な
ど
、
日
頃
か
ら
熱
中
症
を
予
防
す
る

こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
環
境
省
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
す
る
「
暑
さ
指
数
」
や
気
象
庁
の

「
熱
中
症
指
数
」
な
ど
も
参
考
に
し
て

暑
い
夏
を
賢
く
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

3件
（14件）

113件
（572件）

0件
（7件）

3件
（11件）

５月

瑞宝単光章
金川　豊久さん（７４歳）
元　向原町消防団副団長

　昭和４１年に向原町消
防団に入団し、昭和４３
年に班長、昭和４５年に
部長を歴任し、昭和５０
年からは分団長、さらに
は昭和５７年から平成９

年まで向原消防団副団長として卓越した統率力・指導
力のもと、３０年以上の永きにわたり消防活動に尽力
され、向原町の消防団発展に寄与されました。

春の叙勲　
受章おめでとうございます

　６月１０日（金）に行われた市議会において、竹本
峰昭さん（62歳）が副市長として選任同意され、同
日付けで就任されました。
　旧甲田町時代から市町村合併後の安芸高田市職員と
して、豊富な行政経験により、市の行政課題にも精通
していると同時に、今後、益々厳しい行政運営を迫ら
れる本市において、副市長としての職責を期待される
ものです。

副市長に選任

　市では、市内に在住されている外国人に安心して暮らせる行政サービスを提供するために、
その架け橋となる翻訳・通訳員を配置しています。
 　今年度より、中国語翻訳・通訳員として、魏 莉莎（ぎ りさ）さんが配属されました。
お問い合わせ　人権多文化共生推進課　☎42-5630

新任の中国語翻訳・通訳員です
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て
　

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、
有
効
期
限
が
７
月
₃₁
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
使
え
る
保
険
証
に
つ
い
て
は
、
７
月
下
旬
に
簡
易
書
留

で
送
付
し
ま
す
。

　
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
等
の
記
載
事
項
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。万
が
一
、誤
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、保
健
医
療
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

保
健
医
療
課
　
☎
42‒

５
６
１
９

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 30,302 28,528 8

退職本人 20,522 31,334 23

退職扶養 7,291 25,446 23

全被保険者 29,581 28,581 11

（※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成28年3月診療分
１人当り医療費（単位：円）

国
民
健
康
保
険
の
資
格
異
動
の
届
出
を

お
忘
れ
な
く
！

　
就
職
や
退
職
な
ど
の
異
動
に
伴
い
、

健
康
保
険
の
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
₁₄

日
以
内
に
市
役
所
保
健
医
療
課
ま
た

は
、
各
支
所
窓
口
係
ま
で
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
届
出
が
遅
く

な
る
と
？

　
喪
失
の
届
出
が
な
い
と
保
険
税
が
課

税
さ
れ
続
け
ま
す
。
勤
務
先
の
社
会
保

険
等
の
保
険
料
と
二
重
に
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
社
会
保
険
等
の
保
険

証
を
受
け
取
ら
れ
た
ら
速
や
か
に
国
民

健
康
保
険
の
喪
失
の
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
と
き

こ
ん
な
と
き

必
要
な
も
の

安
芸
高
田
市
か
ら

転
出
す
る
と
き

・
国
保
の
保
険
証

・
印
鑑

・
個
人
番
号
が
確

認
で
き
る
も
の

社
会
保
険
等
に
加

入
し
た
と
き

・
国
保
の
保
険
証

・
社
会
保
険
等
の

保
険
証
（
コ

ピ
ー
で
も
可
）

・
印
鑑

・
個
人
番
号
が
確

認
で
き
る
も
の

社
会
保
険
等
の
扶

養
に
な
っ
た
と
き

70歳未満の人

70歳以上の人

16広報あきたかた／ 2016.7

私たちが紹介します♪ 安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

毎月19日は 食育の日

（ひとり分　エネルギー：157kcal、塩分：0.5g）

材料（2人分）
豚ひき肉 …………160g
きゅうり ………………1本
トマト ………………1個
サラダ油 ……小さじ1/2
しょうが ………大さじ1/2
　　酒 …………大さじ1
Ａ　みそ ………大さじ1
　　砂糖 ………小さじ1
　　みりん ……小さじ1

作り方
①きゅうりは、千切り、トマトはくし形に切る。
②フライパンにサラダ油を熱し、しょうが、ひ

き肉を炒める。ひき肉の色が変わったらAを
加え、汁気がなくなるまで炒める。

③器に①を盛り、その上に②をかける。

安芸高田市食生活改善推進協議会
八 千 代 支 部

　夏は、しそやみょうがなどの香味野菜が豊富で、減塩にはあり

がたい季節です。減塩には、香りや酸味、辛味、風味が一役買

いますが、食べる時の音や食感も大事な要素。食べ物は、五感

で食べるものなので、たとえば、生野菜のシャキシャキ感だった

り、香ばしく焼いたカリカリ感やパリパリ感などが楽しみの一つ

に加わると、おいしく減塩できますね。

 「栄養と料理」2014年7月号より引用

きゅうりとトマトの豚みそそぼろ
今月の食材

きゅうり

夏においしく減塩するコツ！！

 

⎧
｜
⎨
｜
⎩

　自分や家族のお酒の問
題で悩んでいませんか？
お気軽にご相談ください。
広島断酒ふたば会
　中田克宣
☎090-4802-1865
※詳しい内容はお問い合

わせください。
場所・日時
●ふれあいプラザ向原
　７月８日（金）　
　　18：30～20：30
●吉田人権会館
　７月１日（金）
　　18：30～20：30
　７月15日（金）
　　18：30～20：30
　７月22日（金）　
　　18：30～20：30

断酒会

　目標歩数を目指して1日の生活における歩数を記録し、達成者へもれな
く粗品をプレゼント!!
　5月から2月まで毎月チャレンジできます（参加費不要）。
　お申し込みは随時受付をしています。

【参加対象】
　20歳以上の方で安芸高田市在住の方、または安芸高田市内事業所に在
勤の方
【ルール】
　①1か月間、歩数計・活動量計等で毎日歩数を測定し記録する
　②10月と3月に記録用紙を保健医療課へ提出する
　③市は目標達成の確認をし、粗品をプレゼント
【1日の目標歩数】※健康日本₂₁「日常における歩数」目標値を参考。
　20歳～64歳の方　男9,200歩　・　女8,300歩
　65歳以上の方  　男6,700歩　・　女5,900歩
【目標達成の判断基準】
　1日の目標歩数を達成した日が月15日以上（2月は月14日以上）
　一月でも目標を達成しておられれば粗品をプレゼントします。
【申込方法】
　保健医療課及び各支所に設置してあります申込書に記入のうえ提出して
ください。
※ＦＡＸ・電話による申し込みも可能です。歩数記録用紙を送付します。

「みんながいきいき笑顔で助け合えるまち」　健康あきたかた21推進中！

1か月歩数チャレンジ
「あるきんさい　うごきんさい運動」に参加しませんか？
 保健医療課　☎４２－５６３３　　ＦＡＸ４７－１２８２
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

　クリスタルアージョ１階にある
プレイルームは、子育て中の親子
が集い交流しあえる場所です。３
歳までのお子様向けのオモチャを置いていますので保護
者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。
※小さいお子様と保護者のための場所です。小学生以上

の利用はご遠慮ください。
●場　　所　クリスタルアージョ１階
　　　　　　エレベーター正面
●利用時間　月曜日～金曜日　₈：₃₀～₁₇：₁₅

子育て交流会 子育て支援センター☎４７⊖１２８３

●持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■人数や季節等により時間が前後する場合がありますの

でご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだい

を連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。

子育て相談 子育て支援センター☎４７︲１２８３
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員、母子・父
子自立支援員、保健師、子育て支援員が子育てに関する
悩みなど相談に応じています。お子様と一緒にお気軽に
おいでください。 

〈電話での相談も受け付けています〉
●受付時間　月曜日～金曜日　₈：₃₀～₁₇：₁₅

プレイルーム

と　　き と こ ろ 内　　容
7月7日(木)

10:00～10:15 受付
10:15～10:45 活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

親子交流会
＊対象年齢
　１歳児

7月14日(木)
10:00～10:15 受付
10:15～10:45 活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

親子交流会
＊対象年齢
　０歳児

7月22日(金)
10:00～10:15 受付
10:15～11:00 活動

吉田運動公園
エアロビクス室

（吉田町）

親子体操
＊対象年齢
　２～４歳児

　子供たちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

川根はやし田において、
泥がつかないように

ズボンをたくし上げる男の子

下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事
の都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。
刈田保育園　　　　☎５２－２０９９
八千代南保育園　　☎５２－３０４８
可愛保育園　　　　☎４３－１７７６

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
7月5日(火)
10:00～11:30 吉田保育所 　園庭開放　

7月5日(火)
 9:30～11:00 かわね保育園 　園庭開放　

7月6日(水)
 9:30～11:00 ふなさ保育園 園庭開放

7月8日(金)
10:00～11:30 吉田幼稚園 園庭開放

（わいわいらんど）
7月12日(火)
10:00～11:30 吉田保育所 　園庭開放　

7月12日(火)
 9:30～11:00 くるはら保育園 園庭開放

7月13日(水)
 9:45～11:00 甲立保育所 園庭開放

7月14日(木)
 9:45～11:15 小田東保育所 園庭開放

7月19日(火)
10:00～11:30 吉田保育所 　園庭開放　

7月19日(火)
10:00～11:30 小原保育所 園庭開放

7月21日(木)
 9:30～11:00 みどりの森保育所 園庭開放

7月21日(木)
10:00～11:30 向原こばと園 　園庭開放　

7月26日(火)
10:00～11:30 吉田保育所 　園庭開放　

7月27日(水)
 9:45～11:00 入江保育園 園庭開放

7月28日(木)
10:30～11:45 ひの川幼稚園 園庭開放

（なかよし広場）
7月28日(木)
10:00～11:30 みつや保育所 体験入園

18広報あきたかた／ 2016.7

月　日 受付時間 対　　象 会　場

7月 7日(木) 13:00～13:15
3歳児健康診査
・平成25年1月生まれ

保健センター

7月14日(木) 13:00～13:15
1歳6か月児健康診査
・平成26年12月生まれ

保健センター

7月21日(木) 13:00～13:15
乳児健康診査
・平成27年9月生まれ

保健センター

※ 健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における個別
相談です。

※対象児には個人通知します。
※ 体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療課までご連絡く

ださい。

育児相談

月　日 開催時間 対　象 会　場

7月8日(金) 10:00～11:30 乳幼児 保健センター

※お子さんの身体測定をしてみましょう。必要に応じて保健師・栄養士が相談を
受けます。

保健医療課☎４２⊖５６３３
４月より時間と内容を変更しました。

※相談内容は、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における個別相談です。
　２歳６か月児相談の際は、歯ブラシをご持参ください。
※対象児には個人通知します。
※おっぱい相談を希望される場合は、事前に保健医療課までご連絡ください。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療課までご連絡ください。

４か月児相談・２歳６か月児相談・おっぱい相談

月　日 受付時間 対　　象 会　場

7月22日(金)

10:00～10:30 2歳6か月児相談
・平成26年1月生まれ

保健センター13:00～13:30 4か月児相談
・平成28年3月生まれ

13:30～15:00 おっぱい相談
・希望の方

★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　離乳食を楽しく学んでクッキング♪ 　1食分を実際に試食してみましょう!!

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物
7月15日(金)
10:00～12:00

クリスタルアージョ101
7月5日～
7月11日

★生後9か月児～
　1歳6か月児とその家族

保護者エプロン

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課へお申し込みください。
受付時間は８：30～17：00、土日祝は除く
Email  :  sukusuku@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食教室申込み」と入力して、本文にお子さんの名前、月齢、町名、
アレルギーの有無、きょうだいの参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。

すくすく離乳食教室【乳幼児健康教室】

）（

保健医療課☎４２⊖５６３３

保健医療課☎４２⊖５６３３

保健医療課☎４２⊖５６３３

川根はやし田において、
元気よく田んぼの中を歩く女の子

川根はやし田において、お母さんにつかまりながら
楽しそうにぬかるんだ田を歩く女の子
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☎ 42-5627

甲立古墳だけじゃない！
安芸高田古墳探訪ツアー開催
　5月7日(土)と6月4日(土)、市歴史民俗博物館
主催の古墳探訪ツアーが開催され、計40名の市
民らが参加しました。安芸高田市内には1,000
基以上の古墳がありますが、石室が残る中馬八ツ
塚古墳群(吉田)、小型前方後円墳の白鳥古墳(高
宮)、今年国史跡となった甲立古墳(甲田)、珍し
い方墳の戸島大塚古墳(向原)の４ヶ所をバスで巡
り、様々なタイプの古墳の魅力を体感しました。
一行は学芸員の解説に耳を傾け、巨大な石室など
を築いた古の人々の技術に驚いていました。

第24回広島県北部神楽競演大会
さつき選抜2016 in　神楽ドーム
　5月28日（土）、さつき選抜が開催されまし
た。今大会から、競演の部の出演団体が公募で
選ばれ、新舞の部・旧舞の部、それぞれの部で
4団体が選抜出場を果たしました。安芸高田市
からは錦城神楽団（美土里町）が「武蔵ヶ原」とい
う当団オリジナルの演目で新舞の部に出場し、
日頃の成果を競い合いました。磨かれた技を一
目見ようと1,000人を超える観客が詰めかけ、
迫力ある演技にどよめきや歓声があがり、神楽
ドーム内は活気にあふれていました。

華やかで伝統ある
はやし田で“サンバイ”を迎える

　5月29日（日）、国の重要無形民俗文化財である原田はやし田を
はじめ、川根、本郷、桑田や中北で伝統のはやし田が行われ、小雨
にもかかわらず、多くの観客で賑わいました。
　田の神“サンバイ”を迎えるため、飾り牛や早乙女の歌・田植えの
実演、大太鼓の力強いリズムに、華やかさとともに古くから受けつ
がれてきた伝統と稲作の有難さを、深く感じる一日となりました。
　川根はやし田には、川根小学校全児童が出演し、練習の成果を披
露し、歓声も大きかったようです。
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「木の駅」が安芸高田市にも実現できるといいな!!
「木の駅」に対する市民の思いが集結!!
　6月1日（水）、クリスタルアージョ小ホールにおいて、「近
年、山林に対する関心が薄れ、荒廃した山林が各地域に拡大し、
有害鳥獣イノシシやシカの住処となり、里山をはじめ森林の
再生が大きな課題」という認識のもと、「中山間地域が主役『木
の駅』勉強会～木の駅って何？どうして？」が開催されました。
　全国的な取組みである「木の駅」の発起人として知られる丹
羽健司氏を講師に迎え、講演会と事前申込者から抽選された
18名の市民が座談会形式で、「山への想い」、「木の駅の今後
の進め方」について話し合い、期待の声や意見が多数寄せられ
ました。

日本各地の伝統芸能が大阪駅構内に大集合！
地域伝統芸能フェスティバルin時

と

空
き

の広場
　5月21日（土）・22日（日）の2日間にわたり、
北は新潟県から西は福岡県まで、総勢16団体が、
JR大阪駅構内特設ステージにおいて、より選ら
れた伝統芸能を披露しました。
　市内の錦城神楽団が、安芸高田神楽協議会とし
て、ひろしま安芸高田神楽を舞い、1000人を超
える観客は、脈々と受け継がれてきた歴史を間近
で体感され、大きな歓声が沸き起こりました。
　今後も、日本の伝統芸能として、安芸高田神楽
を発信していくことがより一層、期待されます。

広がる地産池消とそば文化
三矢そば打ち道場オープン
　5月26日（木）、御里茶屋（吉田町・少年自然の家の隣）
を会場に、市民を対象とした「三矢そば打ち道場」が開講
し、堂々のオープンを迎えました。
　この道場は、安芸高田市地域振興事業団の運営で、地
産池消の推進とそば文化の普及を目的に、今年2月のプ
レオープンを経た後、応募された1期生5名が5週連続
（１回２時間程度）の集中講座により、市内産のそば粉を
使った本格的なそば打ち技術の習得を行います。
　そばの名店『有限会社一福』の指導のもと、2期生は6
月27日（月）から技術を磨き、そば文化を広げます。

安芸高田市を歌い　震災復興への祈り
応援の会設立5周年記念ふるさと創生コンサート
　「市の魅力を広め、市をもっと元気にしたい」との思いで設立された
安芸高田市ふるさと応援の会は、今年で5周年を迎えられました。
　6月5日（日）、5周年記念のコンサートが、クリスタルアージョ・大ホー
ルにおいて、500人を超える市民の参加のもと、盛大に開催されました。
　市出身の歌手、真木洋介さん・新宅美奈子さんをはじめ、ゲストに南
一誠さん・早苗ネネ（元じゅんとネネ）さんが加わり、ふるさとをテーマ
にしたステージに観客は終始魅了されました。また、高尾六平（役者・
声優）さんのトークや吉田高等学校、向原高等学校の生徒による応援ス
テージもあり、ふるさとを思う気持ちは、きっと熊本地震で震災され
た方へも届くことでしょう。
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減らそう犯罪 フィルターをかけていますか！

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成28年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 平成28年 平成27年 前年同期比増減数

43件

2人

64人

35件

1人

47人

8件

1人

17人

死 者 数

負傷者数

H28.5末現在
安芸高田警察署管内

★広島県夏の交通安全運動
１期間　
　平成28年７月11日（月）～７月20日（水）までの10日間

２年間スローガン
　『こんばんは、早めのライトで　ごあいさつ』

３運動の重点
　○高齢者の交通事故防止

　○飲酒運転の根絶

　○自転車安全利用の推進

平成28年広島県交通安全キャッチフレーズ
『なくそう交通死亡事故・アンダー90』

 子供がおられる世帯で、パソコンやゲーム機または
携帯電話機をお持ちの家庭は多くあると思います。
 パソコン、携帯電話はもちろんのこと、ゲーム機で
もインターネットに接続できるものが多く発売され、
子供たちでも自由にインターネットで情報等を得るこ
とができる時代です。
 しかし、最近はインターネットを利用しての詐欺も
多発し、多感な年齢では、性的表現に対する興味を持
ちインターネットに子供が接続しワンクリック詐欺被
害にあう事例が出てきております。
　詐欺被害防止はもちろんのこと年齢に応じた情報を
取得することは教育上大切な問題でありますのでパソ

コン、携帯電話、ゲーム機には、フィルターを掛けま
しょう。

●注意点
①フィルターを掛けた際のパスワードは保護者が管理

する
②必要に応じてフィルター解除する場

合は家族がいるところでの使用を
徹底する

③ワンクリック詐欺等に遭ったと思わ
れる場合は相手に連絡せず警察、
市役所危機管理課へ相談を

○管内交通事故の特徴
・正面衝突（中央線はみ出し）２件
・追突事故　4件
・出会い頭衝突　３件
・単独事故（路外逸脱）　1件　でした

中
学
生
向
け
に

こ
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
！

　
今
回
は
、
私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
多

文
化
共
生
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
、
市

内
の
中
学
生
を
対
象
に
し
た
多
文
化
共

生
入
門
講
座
を
紹
介
し
ま
す
。
ア
フ
リ

カ
の
食
生
活
の
ビ
デ
オ
を
見
て
も
ら
い

ま
す
。
普
段
、
私
た
ち
が
食
べ
な
い
ネ

ズ
ミ
や
セ
ミ
を
食
べ
る
人
々
が
登
場
し

ま
す
。
中
学
生
は
「
エ
ェ
ー
」
と
声
を

あ
げ
た
り
し
て
見
ま
す
。
ま
さ
し
く
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
カ
ル
チ
ャ

ー
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
自
分
た
ち
と
は
異

な
る
習
慣
に
出
会
っ
て
と
て
も
衝
撃
を

受
け
る
こ
と
で
す
。
大
概
は
、「
こ
ん

な
の
無
理
、
無
理
」
と
い
う
拒
否
反
応

に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
あ

と
、
4
、

5
名
の
班

で
自
分
た

ち
の
身
近

な
食
生
活

に
つ
い
て

話
し
て
も

ら
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、

目
玉
焼
き

に
何
を
か

け
て
食
べ

る
か
な
ど
で
す
。
そ
こ
で
中
学
生
は
、

同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
る
同
級
生
が
、

自
分
と
は
異
な
る
も
の
を
か
け
て
食
べ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
そ
の
と

き
も
「
そ
れ
、
お
か
し
い
よ
」
な
ど
の

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
私

は
、異
文
化
は
海
外
ば
か
り
で
は
な
く
、

自
分
の
身
近
に
あ
る
こ
と
、し
ょ
う
ゆ
、

塩
コ
シ
ョ
ウ
の
み
、
ソ
ー
ス
を
使
う
違

い
に
「
正
し
い
」、「
悪
い
」
が
あ
る
か

を
聞
き
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
人
が
タ

コ
を
食
べ
る
こ
と
に
驚
く
外
国
人
も
い

る
こ
と
を
紹
介
し
て
、
タ
コ
を
食
べ
る

こ
と
に
つ
い
て
「
正
し
い
、
悪
い
か
」

と
再
度
、
問
い
か
け
ま
す
。

　
こ
の
続
き
は
、
次
回
紹
介
し
ま
す
。

た
だ
、
な
ぜ
こ
の
取
り
組
み
を
私
た
ち

は
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
彼
ら

は
、
国
内
外
で
異
文
化
に
出
会
う
可
能

性
が
と
て
も
増
え
る
世
代
で
す
。
異
文

化
に
出
会
っ
て
拒
否
感
ば
か
り
で
は
本

人
も
大
変
で
す
。
異
文
化
を
ど
う
考
え

れ
ば
良
い
か
を
柔
軟
な
頭
を
持
つ
若
い

時
に
知
っ
て
ほ
し
い
。
ま
さ
し
く
「
鉄

は
熱
い
う
ち
に
打
て
」
で
す
。

（
文
：
県
立
広
島
大
学

 

上
水
流 

久
彦 

准
教
授

イ
ラ
ス
ト
：

　
ロ
ナ
ル
ド
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト 

准
教
授
）

違
う
文
化
か
ら
日
本
を
考
え
る

 

人
権
多
文
化
共
生
推
進
課
　
☎
42

－

５
６
３
０
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八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

第
８
回

あ
き
た
か
た
市
民
合
唱
祭

生
涯
学
習
課
☎
42
‐
０
０
５
４

　
市
内
の
９
団
体
の
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
が
会
場
を
包
み
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
で
は
来
場
者
・
出
演
者
の
全
員

で
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
大

合
唱
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
安
芸
高
田
ウ

イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
も
行
わ
れ
ま

す
。

　
当
日
は
バ
ザ
ー
も
出
店
し
て
お

り
ま
す
の
で
皆
様
ぜ
ひ
、
夏
の
合

唱
祭
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所
　
高
宮
田
園
パ
ラ
ッ
ツ
ォ

日
時
　
７
月
10
日
（
日
）

　
　
　
13
：
30
開
演

入
場
料
　
無
料

お
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係

一
心
祭
り
実
行
委
員
会
（
事
務
局

政
策
企
画
課
）
☎
42
‐
５
６
１
２

日
時
　
７
月
16
日
（
土
）
17
：
00

開
会
（
雨
天
の
場
合
は
、
17
日
に

順
延
）

場
所
　
吉
田
運
動
公
園
（
吉
田
町

相
合
）

内
容

•	

各
種
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
園
児
、

児
童
、
民
踊
団
体
、
各
種
教

室
他
）

•	

武
者
絵
巻
（
吉
田
・
丹
比
・

可
愛
・
郷
野
地
区
振
興
会
他
）

•	

一
心
節
踊
り
（
各
地
区
振
興

会
、
民
踊
団
体
、
事
業
所
他
）

•	

花
火
打
ち
上
げ
（
約
２
，

３
０
０
発
）　

◎
各
種
バ
ザ
ー
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

　
16
：
30
分
頃
よ
り
、
臨
時
駐
車

場
（
安
芸
高
田
市
役
所
駐
車
場
）

か
ら
会
場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
会
場
周
辺
は
、
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

分
か
り
や
す
く
て
楽
し
い
歴
史

「
黒
田
裕
樹
の
歴
史
講
座
」

甲
田
人
権
会
館
☎
45
‐
４
９
２
２

　
歴
史
と
は
、
ひ
と
つ
の
事
実
に

興
味
を
も
っ
て
理
解
し
よ
う
と
す

れ
ば
、人
生
の
道
標
と
な
り
ま
す
。
　

こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も

楽
し
く
学
べ
る
講
座
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
学
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

講
師
　
大
阪
府
内

の
高
校
社
会
科
教

師	

黒
田
裕
樹
先
生

第
１
回
「
毛
利
家
の
栄
枯
盛
衰
」

　
　
　
７
月
30
日
（
土
）　

　
　
　
13
：
30
～
15
：
30

第
２
回「
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
真
実
」

　
　
　
８
月
５
日
（
金
）　

　
　
　	

13
：
30
～
15
：
30

第
３
回
「
日
本
と
韓
国
の
ほ
ん
と

う
の
歴
史
」

　
　
　
８
月
21
日
（
日
）

　
　	

　
13
：
30
～
15
：
30

場
所	

甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー

ミ
ュ
ー
ズ

毛
利
元
就
墓
前
祭毛

利
奉
賛
会
会
長

☎
０
９
０
‐
８
９
９
３
‐
３
３
０
４

　
7
月
16
日
は
、
毛
利
元
就
が
没

し
た
日
で
す
。
毛
利
奉
賛
会
で
は

毎
年
こ
の
日
に
、
墓
前
祭
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
毛
利
元
敦	

毛
利

報
公
会
会
長
、
山
辺	

毛
利
事
務

所
所
長
、
安
芸
ひ
ろ
し
ま
武
将
隊

な
ど
多
数
参
列
さ
れ
ま
す
。
市
民

の
皆
様
も
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
　
７
月
16
日
（
土
）

８
：
30
～
毛
利
弘
元
墓
所
（
猿
掛

城
跡
下
弘
元
墓
所
前
）

10
：
00
～
毛
利
元
就
墓
所
（
郡
山

元
就
墓
所
前
）

歴
史
民
俗
博
物
館
公
開
講
座

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

☎
42-

０
０
７
０

第
1
回
「
古
墳
か
ら
探
る
　
広
島

催

　し
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県
の
地
域
文
化
」

講
師
　
元
広
島
県
埋
蔵
文
化
財
調

査
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
課
長
　
脇

坂
光
彦
さ
ん

日
時
　
7
月
10
日
（
日
）

会
場
　
歴
史
民
俗
博
物
館
・
多
目

的
室

定
員
　
60
名

参
加
費
　
無
料

※
申
込
が
必
要
で
す
。

介
護
者
の
集
い
～
若
年
性
認

知
症
介
護
体
験
講
演
会
及
び

家
族
介
護
者
の
交
流
会
～

　
　

高
齢
者
福
祉
課
☎
47
‐
１
２
８
１

　
若
年
性
認
知
症
（
65
歳
未
満
で

発
症
し
た
認
知
症
）
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
若
年
性
認
知
症
の

妻
の
介
護
経
験
が
あ
る
柳
井
隆
輔

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
介
護

体
験
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
演
会
終
了
後
に
は
、
在
宅
で

介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と

し
た
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
介
護
経
験
者
だ
か
ら
こ
そ
分
か

り
あ
え
る
話
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
　
７
月
15
日
（
金
）

　
　	

　
13
：
30
～
15
：
30

場
所
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

　
　
　
４
階
　
小
ホ
ー
ル
他

●
第
１
部
　
13
：
30
～
14
：
30
　

若
年
性
認
知
症
介
護
体
験
講
演
会

演
題
「
若
年
性
認
知
症
の
妻
の
介

護
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
」

講
師
　
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会
広
島
支
部

柳
井
隆
輔
さ
ん

対
象
者
　
一
般
市
民

●
第
２
部
　
14
：
45
～
15
：
30

家
族
介
護
者
の
交
流
会

内
容
　
座
談
会

対
象
　
在
宅
介
護
者

お
問
い
合
せ
先
　
高
齢
者
福
祉
課

「
選
挙
公
報
」
郵
送

〜
ご
希
望
の
方
へ
選
挙
公
報
を
郵

送
い
た
し
ま
す
〜

選
挙
管
理
委
員
会
☎
42-

１
１
３
６

　
候
補
者
の
政
見
な
ど
を
掲
載
し

た
、「
選
挙
公
報
」
の
配
布
は
、

新
聞
折
込
及
び
安
芸
高
田
市
市
役

所
本
庁
・
各
支
所
へ
の
設
置
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
、

新
聞
の
折
込
が
入
ら
な
い
等
の
理

由
に
よ
り
「
選
挙
公
報
」
の
郵
送

を
ご
希
望
の
方
に
は
、
郵
送
い
た

し
ま
す
の
で
、
送
付
先
を
事
前
に

選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

※
無
投
票
と
な
っ
た
場
合
に
は
選

挙
公
報
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発

売（
公
財
）
広
島
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
８
２
‐
２
２
３
‐
６
５
４
５

●
「
で
っ
か
く
当
た
る
！
　
今
年

の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円
」

１
等
　
５
億
円

前
後
賞
　
各
１
億
円

●
「
た
く
さ
ん
当
た
る
！
　
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万

は
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
と

同
時
発
売
」

１
等
　
７
０
０
０
万
円

発
売
期
間
　
７
月
６
日
（
水
）
か

ら
29
日
（
金
）
ま
で

発
売
金
額
　
１
枚
　
３
０
０
円

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
度
体
験
入
学

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

　
自
動
車
整
備
・
板
金
溶
接
・
建

築
大
工
・
介
護
の
仕
事
体
験
を
し

て
頂
き
ま
す
。
就
職
相
談
な
ど
も

行
い
ま
す
。

日
時
　
7
月
28
日
（
木
）

　
　
　
９
：
00
～
12
：
00

場
所
　
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術

専
門
校
（
三
次
市
十
日
市
南
六
丁

目
14
‐
１
）

対
象
　
中
学
校
、
高
等
学
校
の
生

徒
及
び
一
般
求
職
者
並
び
に
進
路

指
導
担
当
者

申
込
期
限
　
参
加
申
込
書
に
記
入

し
、
7
月
4
日
（
月
）
か
ら
7
月

15
日
（
金
）
ま
で

※
参
加
者
が
多
い
と
き
は
、
先
着

順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学

校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
５
１
４
１

Ｆ
０
８
２
４
‐
62
‐
０
９
５
４

　
看
護
教
育
の
内
容
や
学
生
生
活

の
様
子
な
ど
本
校
の
魅
力
を
住
民

の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
た
め
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

日
時	
　
８
月
２
日
（
火
）

　
　	
　
12
：
30
～
受
付
　

　
　
　	

13
：
00
～
15
：
30

場
所	

　
広
島
県
立
三
次
看
護
専

門
学
校
（
〒
７
２
８
‐
０
０
２
３
　

三
次
市
東
酒
屋
町
字
敦
盛
５
１
８

‐
１
）

内
容
　

教
育
内
容
説
明
、
校
内
見
学
、
講

義
体
験
、
個
別
相
談
、
白
衣
を
着

て
記
念
撮
影
、
技
術
体
験(

身
体

観
察
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
た

観
察
体
験
、
救
急
蘇
生
、
血
圧
測

定
、
手
浴
、
新
生
児
の
沐
浴
、
注

射
法)

・
展
示
で
は
、
学
生
生
活
、
入
学

試
験
過
去
問
題
、
テ
キ
ス
ト
な
ど

を
準
備
し
、
本
校
の
魅
力
が
伝
わ

る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

申
込
　
不
要

10
月
入
学
生
の
募
集

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

　
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、
平
成
28
年
10
月
入
校
生

お
知
ら
せ

福

　祉

募

　集
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美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
訓
練
科
等
】

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
期
間
▽
６

か
月
・
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

希
望
の
方
は
、
事
前
に
連
絡
を
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
受
付
期
間

7
月
１
日（
金
）～
8
月
25
日（
木
）

選
考
日
　
9
月
9
日
（
金
）

特
典
　

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公
立
職
業

安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
の
指

示
に
よ
っ
て
入
校
し
た
人
に
は
、

訓
練
修
了
日
ま
で
受
給
期
間
が
延

長
さ
れ
る
ほ
か
、
諸
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

市
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

住
宅
政
策
課
☎
47-

１
２
０
２

【
公
営
住
宅
】

所
得
制
限
（
上
限
）
あ
り

■
北
生
住
宅
（
美
土
里
町
生
田
）

広
さ
：
３
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
１
戸

■
緑
ヶ
丘
住
宅（
甲
田
町
下
小
原
）

広
さ
：
３
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
２
戸

■
朝
日
が
丘
住
宅（
向
原
町
戸
島
）

広
さ
：
３
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
１
戸

【
高
宮
若
者
用
マ
ン
シ
ョ
ン
】

■
虹
の
マ
ン
シ
ョ
ン
（
高
宮
町

佐
々
部
）

広
さ
：
住
宅
ワ
ン
ル
ー
ム
　
戸
数

２
戸

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

所
得
制
限
（
下
限
・
上
限
）
あ
り

■
朝
日
が
丘
住
宅（
向
原
町
戸
島
）

広
さ
：
４
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
１
戸

■
尾
原
住
宅
（
向
原
町
坂
）

広
さ
：
４
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
２
戸

※
制
限
項
目
や
立
地
条
件
な
ど

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
込
書
等
を
住
宅
政
策
課
で

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間

　
７
月
４
日
（
月
）
か
ら

　
７
月
19
日
（
火
）
17
：
00
時
ま

で
（
必
着
）

差
押
不
動
産
の
公
売

税
務
課
　
☎
42
‐
５
６
１
４

　
市
税
等
の
滞
納
者
か
ら
差
押
え

た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
14
日
（
木
）

【
公
売
保
証
金
の
受
付
】　

　
　
　
　
13
：
30
～
13
：
45

【
入
札
】　
14
：
00
～
14
：
10

場
所
　
安
芸
高
田
市
役
所
本
庁
第

１
庁
舎
２
階
　
会
議
室
２
１
１

留
意
事
項

広告
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およろこび

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎₄₂︲₅₆₂₇までご連絡ください。

おくやみ

敬 称 略

７月の休日・夜間の救急医療
■高田地区休日夜間救急診療所

［ＪＡ吉田総合病院］（吉田町）
平日　17：00 ～翌朝８：30
日・祝日　８：30 ～翌朝８：30
　　　       【内科・外科】☎ 42-0636
■のりかわ眼科クリニック（吉田町）
７月 10 日（日）【眼科】☎ 42-1001

※都合により変更になる場合があります。出か
ける前に医療機関へお問い合わせください。

人　口
総人口…29,966 人
　　　  （30,376 人）
男………14,398 人
　　　  （14,581 人）
女………15,568 人
　　　  （15,795 人）
世帯……13,635 戸
　　　  （13,574 戸）
■平成 28 年 6 月 1 日現在
※外国人を含む
※（　） の 数 字 は 前 年 同
月数値

７月の納税
固定資産税 2 期
国民健康保険税 2 期

納期限：8 月 1 日

夜間納付窓口
開設日
7 月 28 日

（17：15 ～ 19：00）
開設場所　税務課

（本庁第１庁舎１階）

公
売
は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
課
収
納
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た

財
政
課
☎
42
‐
５
６
２
３

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
寄
附
者
】

西
村
　
不
可
止
　
様（
広
島
県
広
島
市
）

吉
村
　
令
子
　
様
（
大
阪
府
大
阪
市
）

匿
名
希
望
　
様
（
２
名
）

（
平
成
28
年
5
月
受
付
分
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
芸
高
田
の

求
人
・
求
職
状
況
︵
４
月
分
︶

月
間
有
効
求
職
者
数
　
４
５
５
人

月
間
有
効
求
人
数
　
　
６
７
３
人

月
間
有
効
求
人
倍
率	
１
．
48
倍

お
仕
事
の
ご
相
談
・
求
人
募
集
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

☎
42
‐
０
６
０
５	

Ｆ
42
‐
０
２
２
４

所在　　　 地目 面積 価額
高宮町房後
字立石 33 番 2 山林 18㎡

見積価額

150,000 円

公売保証金

15,000 円

高宮町房後
字立石 71 番 1 山林 12,434㎡

高宮町房後
字立石 111 番 山林 3,881㎡

高宮町房後
字岡山 117 番 山林 3,254㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　お詫びと訂正
　広報あきたかた 6月号の特集（22ページ）記事中に誤った表記がありました。
申し訳ありません。お詫びするとともに、訂正致します。
　（誤）トヨタ自動車東日本レガソック　（正）トヨタ自動車東日本レガロッソ

才 﨑 玲
れ

奈
な

中 山 大
だい

馳
ち

立 野 晴
はる

也
や

国 本 修
しゅう

太
た

屋 敷 達 夫

山 本 秋 人

大瀬音 光治

朝 川 敏 夫

砂 田 義 敬

三 村 康 子

岩 㟢　 亨

川崎 オシエ

毛 利 春 江

柳 川 光 男

新本 ムキエ

古野 シヅカ

藤 井 牧 一

石 川　 孜

長 行　 覺

猪 掛 ツ ジ

中 村 義 登

田 原　 登

吉村 テルミ

山 中 偉 男

多川 ハツネ

大 下 信 子

中 村 太 郎

清水 ナヅ子

丸山 モゝヨ

兼 葊 義 美

西 本　 昇

山 崎 春 伸

柿 藤 俊 夫

岩 口 弘 史

京 極　 博

湯 坂 登 幸

佐々木 敏明

小早川 孝行

門 田 　 望
のぞむ

野 口 莉
り

玖
く

牧 瀬 　 楓
かえで

佐 々 木 蓮
れん

斗
と

岸 岡 優
ゆ

芽
め

山 﨑 菜
な

々
な

乃
の

森 川 晴
はる

生
き

青 中 勇
はや

翔
と

泉 　 佑
ゆう

磨
ま

赤 刎 新
に

心
こ

吉 田 町

（女）

（男）

（男）

（男）

（男）

（男）

（女）

（男）

（女）

（女）

（男）

（男）

（男）

（女）

八千代町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

吉 田 町

（上入江）

（上入江）

（上入江）

（ 常 友 ）

（ 常 友 ）

（ 中 馬 ）

（ 吉 田 ）

（多治比）

（ 川 本 ）

八千代町

（ 下 根 ）

（ 下 根 ）

（ 下 根 ）

美土里町

（ 横 田 ）

（ 本 郷 ）

高 宮 町

（ 船 木 ）

（ 原 田 ）

（来女木）

（ 川 根 ）

甲 田 町

（上甲立）

（上甲立）

（上甲立）

（上甲立）

（高田原）

（高田原）

（上小原）

（上小原）

（下小原）

向 原 町

（ 長 田 ）

（ 長 田 ）

（ 長 田 ）

（ 坂 ）

（ 坂 ）

（ 有 留 ）

（ 戸 島 ）

₇₇

₇₆

₆₅

₇₁

₆₉

₉₅

₆₄

₉₅

₈₆

₇₇

₈₉

₉₇

₉₀

₈₆

₈₆

₇₉

₉₅

₈₇

₈₈

₈₅

₈₈

₈₂

₈₀

₈₇

₉₈

₉₃

₉₂

₆₄

₈₅

₇₄

₈₁

₉₁

₈₄

₇₈

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

26広報あきたかた／ 2016.7

八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

７ 月 の 相 談　                                    

相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約及び
お問い合わせ先

巡回無料弁護士相談会
注）相談時間はお 1 人 30 分ま
でです
注）相談回数は同じ相談では 1
回に限ります
注）訴訟中の相談で弁護士に利
害関係がある場合は、相談をお
断りすることがあります

弁護士が無料でさまざまな相
談をお受けします。

 8 月 10 日
（水） 吉田人権会館

予約は 7 月 21 日（木）から
受付　吉田人権会館
☎ 42-2826

行
政
相
談 

高宮会場 行政相談委員が国の機関への
苦情や意見などお受けします。

16 日（土） 10：00 ～ 15：00 たかみや人権会館 総務課
☎ 42-5611向原会場 12 日（火） 10：00 ～ 15：00 向原支所

吉田会場 国の機関へ苦情や意見・暮らし
の心配事相談をお受けします。

7 日（木）
21 日（木） 10：00 ～ 15：00 吉田人権会館

吉田人権会館
☎ 42-2826くらしの総合相談

総合相談　高宮会場
さまざまな暮らしの心配事相
談をお受けします。

12 日（火）
26 日（火）　18：00 ～ 20：00 たかみや人権会館

予約は相談日の 5 日前まで
たかみや人権会館☎ 57-1330

一日総合相談室
注）相談時間は 1 件 30 分程

度です。

行政機関や弁護士などの専門
家が一つの会場で相談に応じ
ます。

27 日（水） 10：00 ～ 15：00 クリスタルアージョ
4 階小ホール

総務課
☎ 42-5611【予約不要】

年金・労働無料相談会
年金・労働のお悩み、障害年
金請求の記入方法などに社会
保険労務士がお答えします。

21 日（木） 13：00 ～ 15：45 クリスタルアージョ
研修室 301

広島県社会保険労務士会
三次支部
道沖祐子 社労士事務所
☎ 52-3555

生活困窮者相談
生活保護など生活困窮に対する
相談をお受けします。

平日 8：30 ～ 17：15 電話・窓口相談
社会福祉課
☎ 42-5615

障害者相談
障害者やその家族の方などのお
悩みをお受けします。

平日 8：30 ～ 17：30 電話・窓口相談
障害者基幹相談支援センター　
☎ 47-1080

平日 8：30 ～ 17：00 電話・窓口相談
清風会つぼみ
☎ 47-2092

平日 9：00 ～ 18：00 電話・窓口相談
相談支援事業所もやい
☎ 45-2320

高齢者相談
高齢者に関する相談をお受け
します。

平日 8：30 ～ 17：30 電話・窓口相談
地域包括支援センター
☎ 47-1132

消費生活相談
悪質な商取引に関する消費者
相談をお受けします。

水・金 9：30 ～ 16：30 電話・窓口相談
消費生活相談室
☎ 42-1143

県民相談
離婚・相続・近隣トラブル、
交通事故などの相談をお受け
します。

平日 9：00 ～ 17：00 電話・窓口相談
広島県生活センター
☎ 082-223-8811

お太助フォン相談
お太助フォンに関する相談を
お受けします。

平日 9：30 ～ 18：30 電話・窓口相談

CBBS（中国ブロードバンド
サービス株式会社）
☎ 45-7017
★お太助フォンからは
☎ 99-5500

広島県
小児救急医療電話相談

子どもの急な病気について休
日や夜間にアドバイスが受け
られます。

毎日 19：00 ～翌 8：00 電話相談
☎局番なしの #8000

（携帯電話からも利用可）

７月は、弁護士相談会を行いません。
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８
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８
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